
 

 

 

 

 

 

 
 今年度も、読み聞かせボランティアの方々が、水曜日の「子

どもの本だな」の日に南小に来られます。読み聞かせの日は、

低学年＆6・7組の日と高学年の日に分かれています。低学年

では、内容の急展開の場面では、驚きの声があがります。ち

ょっとおもしろおかしい場面では、キャッキャと笑い声も上が

ります。本の絵をつぶらな瞳でじっと見つめる顔はとっても

かわいいです。 

 先週の 4 日(水)は、高学年の読み聞かせでした。高学年と

なると、聴く姿に落ち着きが見られます。4・5・6 年生のど

この学級もしっとりとした雰囲気の中で聴いていました。中には、

高学年用に、考えさせられるような読み物を用意して下さる

方もいます。以前、高学年が星野富弘さんの「愛、深き淵よ

り。(絵本ではありません)」の一部を聴いていた時など、身を乗り出して耳を傾ける高学年の姿に強

く心を惹かれました。身体の成長と共に、感性も年々豊かになってきているのでしょうね。 

 この「子どもの本だな」で読まれた本は、その週に高い確率で子どもたちが図書館で借ります。

たくさんの本に出会い、ボランティアの方々の思いのこもった読み方で聴き、子どもたちの心は豊かにな

っていきます。これからも、南小の大切な時間としていきたいですね。ボランティアの皆さん、こ

れからもよろしくお願いします。 

 
 「静岡県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例(静岡県自転車条例)」を知っていますか。 

①交通ルールの遵守、マナー向上は、普段から家庭や学校等における継続的な交通安全教育が重要です。保

護者・学校及び事業者は看護する未成年、児童・学生または従業員への自転車の安全適正利用の教育に努

めましょう。（県民の役割） 

②自転車は車両です。自転車関係法令に従うほか夜間のライト点灯や反射材の装着をしなければなりません。

自動車と同じようにタイヤの空気圧やブレーキの効きなど日常的な点検を⾏いましょう。また、児童・中

学生の通学時、幼児用座席の幼児乗車時は、乗車用ヘルメットを着用しなければなりません。（自転車の安

全適正利用） 

③自転車事故の備えと、被害者の救済を図るため、自転車利⽤者（未成年者の場合は保護者）は、自転車保

険に加⼊しなければなりません。（自転車損害賠償保険の加入義務） 

 この条例の中の、自転車保険加入義務化が 10 月 1 日からの施行となります。自転車に保険なん

て…という考えは通用しません。実際に、2013 年、小学生が加害者となった自転車事故について、

裁判所が出した 9500 万円の支払い命令が世間を驚かせました。損害賠償責任を負うのはその保護

者です。事故を起こしたのは、神戸の小学 5 年生の児童でした。自転車で暗い坂道を下った際、62

歳の女性と正面衝突。女性は頭を強く打ち、脳挫傷の重傷。一命は取り留めましたが、意識障害、

四肢拘縮の後遺障害が残ったそうです。（このお話を、是非、ご家族の話題にしてください。） 

 なお、保護者のみなさまの中には、すでに自転車の加害事故による損

害賠償に対応している保険に加入されている方もおられます。この「学

校だより みなみっ子 26 号」の裏面に静岡県からのチラシを印刷します。

是非、現時点で「自転車の加害事故による損害賠償に対応しているかど

うか」をご確認ください。対応していない場合は、確実に自転車向けの

保険に加入して下さい。 

学校ホームページ http://minamisyo.nagaizumi.ed.jp/  
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令和元年 9 月 12 日 
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